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テクニックを追求するのではなく、患

者さん主体の議論は、聞く価値にあふ

れていました。ちなみに、プレゼンテー

ションに用いているプロジェクター

はすべてワイド画面で、どれも斬新で

す。いずれ日本でも、プレゼンはワイ

ド画面が主流になるのではないでしょ

うか。

夕亥」か らはPoster Presentationで

す。この時だけは、私も苦手な英語を

駆使してデイスカッションに参加しま

した。国際学校ポスターの演者は、質

疑を受けることを非常に喜びます。

2日 目は澤手滲}`D Round Table Clinics、  Limited

Attendance Lectureが 前 日同様に朝 7時から始ま

り、午後にはOral Clinical Researchで メンバーの口

頭発表が行われました。夜はMarriott Hotelに 場所

を移してPresident Receptionと なります。この場

所で、陛界のデンティストと交流を持つことはとて

も刺激的です。今回、Poster Presentationの デイス

カッションが縁となり、親交を深めた韓国の臨床家

が、私をソウルのオフイスヘ招待してくれることに

なりました。思いがけない国際的な出会いに感動で

す。彼とは6月 に訪韓して、さらに親睦を深めたい

と思います。

論文で頻繁に見かける世界的ビッグネームのプレ

ゼンは、ストーリー性、学術性、華やかさ、すべて

目を見張るものがあります。国際学会でいつも感じ

ることは、お祭りと会議をうまく融合させて、演者

も展示者も、エンターテイメント感覚が格段に優れ

ているということです。そしてこのイベントは、英

語能力が十分でない、私のような外国人も十分その

良さを堪能できるところに魅力があります。私もポ

スター、ひとつ出してみようかな ?

来年はOrlando in Florida。 皆様もいかがでしょ

うか ?

夕

´
ノ
竃
ト
ッ

Convenlon Center

Belser&Buserの セッションは超満員

121



uo!ldooo日Siluop!seJd ⑦l“瑠¥

Isel】eeJ曰lelueuluoO ⑦幸」∠目車


